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小平市はGPN会員として
印刷のグリーン購入に取り組んでいます この市報は環境に配慮して、古紙配合の再生紙、低VOCインキを使用しています。

目標を目指す少年冬木の芽　　塩出　翠

小
平
市
長

市

長

の

ひ

と

こ

と

　

子
ど
も
の
こ
ろ
、
体
で
覚
え
た
こ

と
は
忘
れ
な
い
も
の
だ
。
昨
年
、
刈

り
入
れ
た
稲
わ
ら
で
、
縄
を 
綯 
っ
て

な

み
た
。
見
事
に
綯
え
た
。
母
に
無
理

や
り
夜
な
べ
仕
事
で
や
ら
さ
れ
た
、

嫌
な
思
い
出
だ
が
、
今
に
な
っ
て
は

妙
に
心
地
よ
い
。

　

当
時
を
思
い
出
し
感
極
ま
り
、
家

族
に
話
し
た
。「
何
そ
れ
」、「
勝
手

に
す
れ
ば
」
と
反
応
は
冷
た
い
。

　

縄
を
見
る
こ
と
も
、
ま
し
て
や
縄

を
綯
う
な
ど

日
常
か
ら
消

え
て
い
る
。

残
念
だ
が
私

は
文
明
人
で

は
な
く
縄
文

人
な
の
か
も

し
れ
な
い
。  

縄  
綯 
え

な
わ 

な

フォトフォトフォト
ニュースニュースニュース

　ポーランド出身で著名なピアニスト・作曲家である
パデレフスキの名を冠した第９回「パデレフスキ国際
ピアノコンクール」に４回の予選を勝ち抜き、第３位の
受賞と「古典ソナタ最優秀演奏賞」を同時に獲得した、
市内在住の加藤大樹さんが、市長を表敬訪問しました。
　穏やかな表情の中にも、日々の練習の厳しさやコン
クールに臨む精神の強さが伝わってきました。

パデレフスキ国際ピアノコンクールで受賞

怯
市
立
小
学
校
（　

校
）
お
よ
び
小
平
第

１９

一
中
学
校
の
体
育
館

開
放
日
時　

▽
月
曜
～
土
曜
日
…
午
後
６

時
～
８
時　

分
４５

▽
日
曜
日
…
午
前
９
時
～
午
後
６
時　

分
３０

怯
市
立
小
学
校
（　

校
）
の
校
庭

１９

開
放
日
時　

▽
土
曜
・
日
曜
日
、
休
日
…

午
前
８
時　

分
～
午
後
５
時　

分

３０

４５

※
学
校
に
よ
っ
て
、
利
用
で
き
な
い
日
・

時
間
、
種
目
の
制
限
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
問
合
せ
先
に
置
い
て
あ
る

利
用
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

対　

象　

代
表
者
が　

歳
以
上
で
、
市
内

２０

在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
が　

人
以
上
い

１０

る
団
体

申
込
み　

２
月　

日
（
金
）
ま
で
に
、
問

１４

合
せ
先
に
置
い
て
あ
る
所
定
の
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
問
合
せ
先
へ

問
合
せ　

体
育
課（
市
民
総
合
体
育
館
内
）

緯　

（
３
４
３
）
１
６
１
１

０４２

 　

お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
楽
し
め

る
親
子
体
操
と
ミ
ニ
運
動
会
で
す
。

と　

き　

２
月　

日
（
土
）　

午
前　

時

１５

１０

　

分
～
正
午　

午
前　

時　

分
集
合

３０

１０

２０

と
こ
ろ　

市
民
総
合
体
育
館

費　

用　

無
料

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
親
と
３
歳

以
上
の
未
就
学
児

定　

員　
　

組
２４

指　

導　

小
平
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

持
ち
物　

室
内
運
動
靴

親
子
で

　

ヨ
ー
イ
ド
ン

ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち
びびびびびびびびびびびびびびびびびびびびび
っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっ
こここここここここここここここここここここ

ち
び
っ
こ
集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集
まままままままままままままままままままままま
れれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれ

主　

催　

小
平
市
教
育
委
員
会

申
込
み　

体
育
課（
市
民
総
合
体
育
館
内
）

へ
（
電
話
可
、
先
着
順
）
緯　

（
３
４
３
）

０４２

１
６
１
１

 　

２
０
１
４
シ
ー
ズ
ン
の
Ｆ
Ｃ
東
京
・
市

民
ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
新
規
会
員
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。

と　

き　

２
月
１
日
（
土
）　

午
後
１
時

～
２
時　

０
時　

分
か
ら
受
付

３０

と
こ
ろ　

鹿
島
建
設
技
術
研
究
所
地
下
１

階
会
議
室
（
京
王
線
飛
田
給
駅
南
口
）

対　

象　
　

歳
以
上
の
方
（
中
学
生
は
平

１５

成　

年
３
月
卒
業
予
定
の
方
）

２６
活
動
内
容　

Ｆ
Ｃ
東
京
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム

（
味
の
素
ス
タ
ジ
ア
ム
）
開
催
時
の
運
営

サ
ポ
ー
ト
お
よ
び
試
合
終
了
後
の
場
内
ご

み
回
収
作
業
ほ
か

申
込
み　

当
日
、
会
場
へ

問
合
せ　

Ｆ
Ｃ
東
京
・
市
民
ス
ポ
ー
ツ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
事
務
局
緯
０
４
２（
４
８
８
）

６
２
８
０

Ｆ
Ｃ
東
京
・
市
民
ス
ポ
ー
ツ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

新
規
会
員
を
募
集

Ｆ
Ｃ
東
京

講　

師　

伊
澤
直
樹
さ
ん
（
化
粧
品
メ
ー

カ
ー
職
員
）

申
込
み　

当
日
、
会
場
へ

問
合
せ　

環
境
保
全
課
緯　

（
３
４
６
）

０４２

９
５
３
６

 　

市
で
は
、
積
雪
の
状
況
に
応
じ
て
道
路

の
凍
結
を
防
ぐ
た
め
、
坂
道
な
ど
危
険
な

箇
所
を
優
先
的
に
、
除
雪
や
凍
結
防
止
剤

除雪（雪かき）に
ご協力を

　

化
学
物
質
は
私
た
ち
の
生
活
の
さ
ま
ざ

ま
な
場
面
で
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
身
近

な
化
粧
品
に
含
ま
れ
る
化
学
物
質
の
役
割

と
上
手
な
付
き
合
い
方
に
つ
い
て
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

２
月　

日
（
土
）　

午
前　

時

１５

１０

～
正
午

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
２
階
学
習
室
４

費　

用　

無
料

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

定　

員　
　

人
４０

　

２
月
２
日
（
日
）
に
開
催
す
る
第　

回
３４

こ
だ
い
ら
市
民
駅
伝
大
会
に
伴
い
、
コ
ー

ス
に
あ
た
る
道
路
で
交
通
規
制
が
行
わ
れ

ま
す
（
左
図
参
照
）。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

小
平
市
体
育
協
会
（
市
民
総
合

体
育
館
内
）
緯　

（
３
４
９
）
１
３
５
０

０４２

の
散
布
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

短
期
間
で
一
斉
に
市
内
の
道
路
の
除
雪

作
業
を
行
う
こ
と
は
難
し
い
た
め
、
自
宅

や
店
舗
の
前
の
道
路
・
歩
道
部
分
の
除
雪

（
雪
か
き
）
に
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

み
ち
づ
く
り
課
緯　
（
３
４
６
）

０４２

９
５
４
８

 　

四
派
・
よ
っ
た
り（
４
人
）そ
ろ
い
踏
み

の
落
語
競
演
会
で
す
。
お
の
お
の
多
才
な

芸
風
を
、た
っ
ぷ
り
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

と　

き　

３
月
４
日
（
火
）　

午
後
６
時

　

分
開
演

３０と
こ
ろ　

ル
ネ
こ
だ
い
ら
大
ホ
ー
ル

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

費　

用　

Ｓ
席
３
千
５
百
円
、
Ａ
席
３
千

円
、
Ｂ
席
２
千
円
（
全
席
指
定
）

※
小
学
校
入
学
前
の
お
子
さ
ん
の
入
場
は

ルネこだいら

特 選

よったり

落語会

よったよったりり

落語落語会会

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

出　

演　

三
遊
亭
円
楽
、
柳
亭
市
馬
、
立

川
生
志
、
桂
吉
弥
、
鏡
味
正
二
郎
（
太
神

楽
曲
芸
）

主　

催　

小
平
市
文
化
振
興
財
団

申
込
み　

ル
ネ
こ
だ
い
ら
チ
ケ
ッ
ト
カ
ウ

ン
タ
ー
へ
緯　

（
３
４
６
）
９
０
０
０

０４２

問
合
せ　

小
平
市
文
化
振
興
財
団
緯　
０４２

（
３
４
５
）
５
１
１
１

 
怯
節
分
の
豆
ま
き

　

ぶ
る
べ
ー
と
コ
ダ
レ
ン
ジ
ャ
ー
が
来
園

し
ま
す
。

と　

き　

２
月
２
日
（
日
）　

午
前　

時
１１

　

分
～
正
午

３０費　

用　

無
料

２月の
行事と催し

申
込
み　

当
日
、
会
場
へ

怯
ひ
な
人
形
の
展
示

と　

き　

２
月
９
日
（
日
）
～
３
月
２
日

（
日
）

怯
紙
芝
居
を
楽
し
も
う

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
ま
す
。

と　

き　

２
月　

日
（
土
）　

午
後
１
時

１５

　

分
～
２
時　

分

３０

３０

費　

用　

無
料

主　

催　

小
平
市
文
化
振
興
財
団
、
小
平

紙
芝
居
サ
ー
ク
ル
と
も
し
び

問
合
せ　

小
平
ふ
る
さ
と
村
緯　

（
３
４

０４２

５
）
８
１
５
５

怯
小
平
糧
う
ど
ん

営
業
日　

２
月
１
日
（
土
）・
８
日
（
土
）・

９
日
（
日
）・　

日
（
火
・
祝
）・　

日

１１

１５

（
土
）・　

日
（
日
）・　

日
（
土
）・　

日

１６

２２

２３

（
日
）

※
団
体
予
約
（　

人
～　

人
で
日
曜
日
の

１０

３０

み
）
の
利
用
は
午
後
１
時　

分
以
降
に
な

３０

り
ま
す
。
利
用
日
の　

日
前
ま
で
に
、
問

１０

合
せ
先
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

武
蔵
野
手
打
ち
う
ど
ん
保
存
普

及
会
・
江
連
緯　

（
３
４
３
）
５
１
５
３

０４２
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青 梅 街 道

青
梅
街
道
駅

青
梅
街
道
駅

新
小
平
駅

市
役
所

一
橋
学
園
駅

通
行
止
め
区
間

通行止め区間

四
小
通
り

学園中央通り

たかの街道

一橋大学
小平国際
キャンパス

四小

学園西町
地域セン
ター

中　央
公民館

小平警察署

健
康
セ
ン
タ
ー

（
応
急
診
療
所
）

Ｎ

（　　　）
公民館前
スタート､
中 継､
ゴール 

駅 伝 大 会
コース概略図

三遊亭円楽
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　五日市街道と小金井街道の交差
点の北西にある海岸寺は、元文元
年（１７３６年）に武蔵国秩父郡三峯
山より引寺された臨済宗妙心寺派
のお寺です。総 欅 造りの山門は、

けやき

近隣に類を見ない美しい曲線の 蓑 
みの

 甲 をもつ切妻型の 茅  葺 屋根で、本柱の前後に控柱をもつ四
こう かや ぶき

脚門です。これらは鎌倉時代の建築様式を取り入れている
といわれ、建築年代は不明ですが天明三年（１７８３年）の本
堂建立の後、鈴木新田の長谷部大工の家に寄ぐうしていた
渡大工の作とも伝えられていま
す。天井板に描かれていた龍の姿
は、すっかり薄れていましたが、
近年のデジタル技術によって往時
の姿の再現が試みられています
（小平市有形文化財第７号）。
ところ　御幸町３１８（海岸寺境内）
問合せ　生涯学習推進課緯０４２（３４６）９５０１

平小 の文文文文文文文文文文文化化化化化化化化化化化財財財財財財財財財財財 ⑬海岸寺山門

学
校
施
設

ス
ポ
ー
ツ
団
体
開
放

平
成　

年
度

２６登

録

受

登

録

受

付付

駅
伝
大
会
に
よ
る
交
通
規
制

（
２
月
２
日
日
の
午
前
９
時
か
ら　

時　

分
ま
で
）

１１

３０

環境学習講座③

美肌に導く
物質たち
化学物質の役割と
上手な付き合い方

再現された龍の図（非公開）
（資）文化財復元センター提（資）文化財復元センター提供供

山門の全景


